
大野市小中学校再編計画検討委員会報告書 再編計画の改訂方針（案）

大野市の教育のあ
り方について（教
育内容と地域を支
える機能）

① ふるさと学習の方向性
② 高度情報化社会に求められる学校の姿
③ 児童生徒の「今」を大切にする環境づくり
④ 保護者、地区、学校との連携

教育委員会が定めた「大野市が目指す学校教育」を、再編計画検
討委員会報告に基づいて修正する

学校数

①中学校
２校に再編する
Ａ 開成中学校と上庄中学校
Ｂ 陽明中学校と尚徳中学校、和泉中学校

②小学校
和泉小学校は、今回の再編の対象にしない
複式学級を解消する
Ａ 阪谷小学校と富田小学校
Ｂ 小山小学校と有終南小学校

再編計画検討委員会報告のとおり進める

再編時期

①中学校
令和６年度（2024年度）に統合することが望ましい
令和４年度（2022年度）
中部縦貫自動車道（大野～和泉）開通予定
再編に向けての合意形成

令和５年度（2023年度）
再編準備（事前交流、通学方法の検討など）

②小学校
令和８年度（2026年度）に統合することが望ましい

①中学校
令和６年度（2024年度）の統合を目指す
令和４年度（2022年度）
中部縦貫自動車道（大野～和泉）開通予定
再編に向けての合意形成

令和５年度（2023年度）
再編準備（事前交流、通学方法の検討など）

②小学校
令和８年度（2026年度）の統合を目指す

再編方法
（学校校舎）

①中学校
開成中学校と陽明中学校の校舎を活用

②小学校
富田小学校と有終南小学校の校舎を活用

再編計画検討委員会報告のとおり進める

※検討、協議が必要な事項
○校舎の活用について
○スクールバスの運行について
○保護者の負担軽減について
○校名、校歌の変更の要否について
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再編計画検討委員会報告書 再編計画の改訂（案）

将来の再編

将来の児童生徒数の減少を見据えて、検討を継続する。必要で
あれば、少人数での検討委員会を設置する。
一定規模の集団を確保し、教育の機会均等に留意する。
国や県の教育制度の推移や、１学級あたりの人数基準等に留意

する。
既存校舎の耐用年数や老朽化の状況を考慮する。
校名、校歌の取り扱いを検討する。
保護者や地域の総意による先行再編の申し出があった場合は、

再編の実施に向けて協議する。
専門教科教員の適正配置などに注視して、校区の見直しによる

学級数の適正化などを含めて検討する。
５校案（※現在の中学校区ごとに小学校を１校配置する案）を含めて、

すべての学校を対象に一定基準（複式学級の出現、複数学級の編
制等）による再編を検討する。

少人数での検討委員会を設置し、状況を確認する。

国や県の教育制度の推移や、１学級あたりの人数基準などを注
視しながら、一定規模の集団による教育機会の均等を図る。

既存校舎の状況を把握し、必要な措置を講ずる。
再編の際は、校名や校歌の取り扱いについて協議する。
保護者や地域の総意による先行再編の申し出があった場合は、

申し出を尊重して再編を実施する。
検討委員会において状況把握を行う。

検討委員会において状況把握を行い、再編を検討する。
市街地の学校の再編については、児童数の推移を注視するとと

もに、学校区の見直しも含めてすべての学校を対象に検討する
検討過程において、保護者や地域の人たちの理解を深めること

に取り組む



再編計画の改訂（案）作成スケジュール 

 

●令和２年度 

月日 内容 

２月 ８日 第７回大野市小中学校再編計画検討委員会 

 ・小中学校の再編について（報告書（案）の協議） 

２月１９日 大野市小中学校再編計画検討委員会検討結果報告書の提出 

２月２６日 教育委員会定例会 

 ・大野市小中学校再編計画検討委員会の経過について 

 ・再編計画改訂（案）の作成方針について 

３月１５日 教育委員会臨時会 

 ・大野市小中学校再編計画（案）について 

３月２３日 総合教育会議 

 ・大野市小中学校再編計画（案）について 

教育委員会定例会 

 ・大野市小中学校再編計画（案）の決定 

 ・再編計画策定スケジュールの確認 

 

●令和３年度 

 大野市小中学校再編計画（案）の説明会の開催（約２０回） 

  ・児童生徒、未就学児の保護者、住民を対象とした説明会 

 大野市小中学校再編計画検討委員会の開催（２回） 

 パブリックコメントの実施 

 総合教育会議での調整 

教育委員会での協議、決定 
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